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ICT活
用

授業計画
【第9回】

個別指導２

授業計画
【第10回】

個別指導３

授業計画
【第6回】

各自のテーマに沿った研究計画書作成２

授業計画
【第7回】

各自のテーマに沿った研究計画書作成３

授業計画
【第8回】

個別指導１

授業計画
【第3回】

各自の課題の確認と卒業テーマの検討１

授業計画
【第4回】

各自の課題の確認と卒業テーマの検討２

授業計画
【第5回】

各自のテーマに沿った研究計画書作成１

授業計画
【第2回】

研究テーマの確認

アクティブ
ラーニング

担当教員名 川田　耕太郎

授業概要
主に特別支援教育について，自ら設定した課題について、研究テーマを立て，計画的、長期的に進めるとともに，ゼミ形式で相互に報
告したり協議したり，評価し合ったりすることを通して論文作成を行う。

関連する科目 子ども教育専門ゼミⅠを履修しておく　特別支援教育に関する科目

科目コード 300010 4単位 配当学年 4 実務経験教員

授業の進め方
と方法

各自、興味・関心のあるテーマについて論文を作成する。
ゼミ形式の相互報告や、担当教員への報告・個別指導を受けながら卒業研究を完成させる。

授業計画
【第1回】

オリエンテーション
ゼミについての共通理解、年間計画

Minami　Kyushu　University　Syllabus
シラバス年度 2024年度 開講キャンパス 都城キャンパス 開設学科 子ども教育学科

科目名称 卒業研究 授業形態 演習



授業計画
【第27回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正１０

授業計画
【第24回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正７

授業計画
【第25回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正８

授業計画
【第26回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正９

授業計画
【第21回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正４

授業計画
【第22回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正５

授業計画
【第23回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正６

授業計画
【第18回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正１

授業計画
【第19回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正２

授業計画
【第20回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正３

授業計画
【第15回】

中間報告会１

授業計画
【第16回】

中間報告会２

授業計画
【第17回】

中間報告会を踏まえた研究計画書の修正

授業計画
【第12回】

個別指導５

授業計画
【第13回】

個別指導６

授業計画
【第14回】

個別指導７

授業計画
【第11回】

個別指導４



学位授与の方針
（DP)との関連

1.知識・理解を応用し活用する能力−(2)／2.汎用的技能を応用し活用する能力−(2)／3.人間力、社会性、国際性の涵養−(5)

授業時間外学習【予習】

授業時間外学習【復習】

研究テーマに沿って文献を読み、課題意識をもって解決策を考え、計画的に論文を執筆していくこと。

研究テーマに沿って文献を読み、課題意識をもって解決策を考え、計画的に論文を執筆していくこと。

備考
15年間、特別支援学校（知的障害、肢体不自由、病弱）、３年間、小学校に勤務。また、４年間、鹿児島県総合教育センター特別支援
教育研修課において研究主事兼指導主事、４年間、鹿児島市教育委員会学校教育課において特別支援教育担当指導主事として勤務し
た。

評価方法・基準

卒業研究論文８０点　発表、ワークショップ等２０点

テキスト 必要に応じて資料を配布する

参考書 各自で自らの研究に関連する文献を収集すること

課題に対する
フィードバック

提出課題は期限までに提出し、授業時間に評価・解説を受ける。

授業計画
【第30回】

卒業論文発表会２

授業計画
【第28回】

論文作成と進捗状況についての報告および修正１１

授業計画
【第29回】

卒業論文発表会１

授業の到達目標 自らの課題に基づき設定したテーマについて研究を進め、卒業論文を完成させることができる。


